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島
根
県
の
丸
山
達
也
知
事
は
、
六
月
二
日
の
県
議
会
本

会
議
で
中
国
電
力
島
根
原
子
力
発
電
所
二
号
機
（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
、

八
二
万
ｋ
Ｗ
）
の
再
稼
働
を
容
認
す
る
考
え
を
表
明
し
た
。

近
く
同
社
に
対
す
る
正
式
回
答
と
と
も
に
、
国
、
立
地
・
周

辺
市
町
村
、
隣
接
す
る
鳥
取
県
へ
の
伝
達
が
な
さ
れ
る
運
び

で
あ
る
。
Ｂ
Ｗ
Ｒ
の
再
稼
働
に
係
る
地
元
理
解
表
明
が
そ
ろ

う
の
は
、
二
○
二
○
年
一
一
月
の
東
北
電
力
女
川
原
子
力
発

電
所
二
号
機
に
続
き
二
基
目
と
な
る
。
同
機
の
再
稼
働
に
向

け
て
は
、
新
規
制
基
準
へ
の
適
合
性
に
係
る
審
査
で
二
○

二
一
年
年
九
月
に
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
に
至
っ
た
後
、
現

在
、
設
計
・
工
事
計

画
認
可
の
審
査
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
会
議
で
、
丸
山

知
事
は
、
こ
れ
ま
で

の
県
内
に
お
け
る
住

民
説
明
会
な
ど
で
あ

が
っ
た
意
見
に
対
す

る
考
え
を
述
べ
た
。

安
全
性
に
関
す
る
不

安
に
つ
い
て
は
「
中

国
電
力
に
は
安
全
に
対
す
る
意
識
改
革
の
徹
底
を
求
め
、
国

に
は
検
査
等
を
通
じ
そ
の
安
全
に
対
す
る
姿
勢
や
取
組
の
確

認
を
求
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
安
全
協
定
に
基
づ
き

立
入
り
調
査
を
行
う
」
と
し
て
、
周
辺
住
民
の
安
全
確
保
に

万
全
を
期
す
姿
勢
を
改
め
て
強
調
し
た
。
防
災
対
策
に
つ
い

て
は
、
避
難
に
必
要
な
道
路
・
輸
送
手
段
、
要
支
援
者
の
避

難
先
、
感
染
症
流
行
下
に
お
け
る
防
護
措
置
な
ど
、
国
・
関

係
機
関
・
電
力
と
連
携
し
た
対
応
策
を
述
べ
た
上
で
「
訓
練

や
避
難
方
法
の
周
知
な
ど
を
通
じ
、
避
難
計
画
の
実
効
性
を

高
め
る
た
め
の
取
組
を
継
続
し
て
い
く
」
と
説
明
し
た
。
ま

た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
け
る
原
子
力
の
位
置
付
け
に
関

し
て
は
、
国
に
よ
る
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
だ
け
で
電
力
を
安
定
的
に
賄
う
こ
と
は
、
現
状
で
は
困

難
。
原
子
力
発
電
が
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
」
と
の

説
明
を
理
解
し
た
と
明
言
。
さ
ら
に
、
中
国
電
力
が
示
し
た

「
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
で
は
、
年
間
二
二
○
億
円
に

上
る
経
済
効
果
が
あ
り
、
発
電
所
に
従
事
す
る
人
の
半
数
程

度
が
居
住
し
て
い
る
」
と
す
る
地
域
経
済
・
雇
用
に
及
ぼ
す

効
果
を
踏
ま
え
、
島
根
二
号
機
の
再
稼
働
を
容
認
す
る
姿
勢

を
示
し
た
。

　

丸
山
知
事
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
被

災
地
を
自
ら
訪
れ
た
経
験
を
振
り
返
り
、「
失
わ
れ
た
も
の

を
取
り
戻
す
こ
と
の
大
変
さ
を
痛
感
し
た
」
と
述
べ
た
上
で
、

島
根
県
民
の
原
子
力
発
電
に
対
す
る
不
安
に
鑑
み
「
苦
渋
の

判
断
だ
っ
た
」
と
強
調
し
た
。
本
会
議
の
場
で
、
知
事
は
島

根
二
号
機
の
再
稼
働
に
向
け
て
、
中
国
電
力
お
よ
び
国
に
対

す
る
要
請
事
項
案
を
発
表
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
出

身
の
偉
大
な
哲
学
者
（
そ
の
二
）
を
紹
介
し
た
い
。
一
九
○

二
年
に
ウ
ィ
ー
ン
に
生
ま
れ
た
カ
ー
ル
・
ポ
パ
ー
は
、
ウ
ィ
ー

ン
大
学
に
入
学
し
、
二
八
年
に
哲
学
の
博
士
号
を
取
得
し
た
。

三
○
年
か
ら
六
年
間
中
学
校
で
教
鞭
を
取
っ
た
後
、
三
七
年

に
「
科
学
的
発
見
の
論
理
」
を
発
表
。
三
七
年
、
ナ
チ
ス

に
よ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
の
脅
威
が
高
ま
る
と
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
移
住
し
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
学
で
哲
学
講
師

と
な
り
、「
開
か
れ
た
社
会
と
そ
の
敵
」
を
執
筆
し
た
。
第

二
次
世
界
大
戦
後
イ
ギ
リ
ス
に
移
り
、
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー

ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
に
て
科
学
的
方
法
の
助
教
授
を

経
て
、
教
授
と
な
る
。
五
八
年
か
ら
一
年
間
「
ア
リ
ス
ト
テ

リ
ア
ン
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
」
誌
の
編
集
責
任
者
を
務
め
た
。

純
粋
な
科
学
的
言
説
の
必
要
条
件
と
し
て
反
証
可
能
性
を
提

起
し
、
批
判
的
合
理
主
義
に
立
脚
し
た
科
学
哲
学
及
び
科
学

的
方
法
の
研
究
の
他
、
社
会
主
義
や
全
体
主
義
を
批
判
す
る

な
ど
社
会
哲
学
や
政
治
哲
学
も
展
開
。
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分

析
や
ア
ド
ラ
ー
の
個
人
心
理
学
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
歴
史
理

論
、
人
種
主
義
的
な
歴
史
解
釈
を
疑
似
科
学
を
伴
っ
た
理
論

と
し
て
批
判
し
た
。
六
五
年
に
女
王
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
か
ら

ナ
イ
ト
に
叙
任
さ
れ
、
七
六
年
に
は
王
立
協
会
フ
ェ
ロ
ー
に

選
ば
れ
た
。
六
九
年
に
学
界
を
退
い
た
が
、
九
四
年
に
亡
く

な
る
ま
で
ポ
パ
ー
は
学
術
的
影
響
を
与
え
続
け
た
。
影
響
を

受
け
た
哲
学
者
と
し
て
、
ポ
ー
ル
・
フ
ァ
イ
ヤ
ア
ー
ベ
ン
ト

ら
が
い
る
。
経
済
学
者
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ハ
イ
エ
ク
と
は
友

人
関
係
だ
っ
た
。
投
資
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
は
ポ
パ
ー
哲

学
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
た
。

　

一
方
、
一
八
八
九
年
に
兵
庫
県
姫
路
市
に
生
ま
れ
た
和
辻

哲
郎
は
、
旧
制
姫
路
中
学
校
を
卒
業
後
、
第
一
高
等
学
校
に

入
学
。
一
九
一
二
年
に
東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
を
卒
業
し
大

学
院
に
進
学
し
た
。
一
三
年
に
「
ニ
イ
チ
ェ
研
究
」
を
出
版

し
、
奈
良
の
古
寺
を
巡
り
、
一
九
年
に
「
古
寺
巡
礼
」
を
出

版
。
二
○
年
に
東
洋
大
学
講
師
、
二
二
年
に
法
政
大
学
教
授
、

二
五
年
に
京
都
帝
国
大
学
助
教
授
と
な
り
、
京
都
市
左
京
区

に
転
居
。
二
七
～
二
八
年
に
ド
イ
ツ
留
学
。
三
一
年
に
京
都

帝
国
大
学
教
授
、
三
四
年
に
は
東
京
帝
国
大
学
教
授
。「
人

間
の
学
と
し
て
の
倫
理
学
」
で
は
、
西
洋
哲
学
の
個
人
主
義

を
批
判
し
、
人
間
と
い
う
字
が
本
来
意
味
す
る
よ
う
に
、
そ

れ
は
間
柄
的
存
在
で
あ
り
、
個
人
と
社
会
の
相
互
作
用
が
不

調
に
陥
る
と
全
体
主
義
・
個
人
主
義
が
台
頭
す
る
と
述
べ
た
。

日
本
的
な
思
想
と
西
洋
哲
学
の
融
合
、
あ
る
い
は
止
揚
と
で

も
い
う
べ
き
境
地
を
目
指
し
た
稀
有
な
哲
学
者
と
評
価
さ
れ

る
。
主
著
の
「
倫
理
学
」
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
独
創
性

を
備
え
た
最
も
体
系
的
な
哲
学
書
の
一
つ
と
言
わ
れ
、
そ
の

倫
理
学
体
系
は
和
辻
倫
理
学
と
呼
ば
れ
る
。「
日
本
倫
理
思

想
史
」
で
は
、
古
代
か
ら
明
治
ま
で
の
倫
理
思
想
を
描
き
出

し
た
。
倫
理
学
は
仏
教
や
朱
子
学
な
ど
体
系
性
を
持
っ
た
外

来
思
想
で
あ
り
、
中
国
の
思
想
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
倫

理
思
想
と
い
う
言
葉
で
日
本
の
倫
理
思
想
史
を
題
材
に
し
た

も
の
で
、
和
辻
の
持
つ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
天
皇
観
が
現
れ

て
い
る
。
西
田
幾
多
郎
な
ど
と
同
じ
く
日
本
独
自
の
哲
学
体

系
を
目
指
し
た
京
都
学
派
の
一
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
一
方
、

東
大
倫
理
学
教
室
教
授
と
し
て
、
相
良
亨
ら
を
始
め
多
く
の

後
進
を
育
て
た
。
五
五
年
に
文
化
勲
章
を
受
章
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
島
根
県
原
子
力
安
全
顧
問
会
議

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
島
根
二
号
機
の
安
全
評
価
に
少
々
タ
ッ

チ
し
た
。
ポ
パ
ー
は
読
ん
だ
こ
と
は
な
い
が
、
学
生
時
代
の

下
宿
が
左
京
区
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、和
辻
の
「
古
寺
巡
礼
」

だ
け
は
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
今
月
も
両
市
に
関
連
す
る
偉

大
な
哲
学
者
を
紹

介
す
る
こ
と
が
で

き
た
幸
運
に
感
謝

し
つ
つ
、
編
集
部

に
撮
影
を
お
願
い

し
た
ウ
ィ
ー
ン
大

学
の
中
庭
に
あ
る

カ
ー
ル
・
ポ
パ
ー
の
胸
像
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

■ 

杉
本
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元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　

 

　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
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原
子
力
の
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ウ
ィ
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ン
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京
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